
【研究の全体構想図】  
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 この図の詳しい解説は『研究報告５巻１号』p.11参照。 

                              
1 本校の教育目標：「自ら立ちつつ共に生きることを学ぶ 今日に生きつつ明日を志すことを学ぶ」 
2 being，人間性という人間の精神性や人格的な要素を，無批判に資質・能力に一元化することへの問題点

を見過ごさないようにするため，歯止めの意味で狭義という言葉を用いて限定をかけている。 

 

 
 
１ 主体的かつ自律的に考え，判断し，行動すること，及び，多様性を認め尊重し，持続可能な社会の一
員として生きることを，調和的に達成する人間 

２ 過去から連なる現在をよりよく生きること，及び，予測困難な未来においてよりよい社会を創造する
ことを，調和的に達成する人間 
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教養 省察性 

本校の教育目標 子どもたちの実態 来る未来からの要請 

自ら立ちつつ共に生きる生徒 今日に生きつつ明日を志す生徒 目指す生徒像 

精神的に自立した人間 

教科学習 

国語，社会，数学，理科，音楽，美術， 

保健体育，技術・家庭，外国語 

人間道徳 

特別活動 


